
【取り組む際に生じた課題】
• コロナ禍において昨年まであった注文が停止。
• 輸送時間の遅延による茶の品質低下への懸念。
• 緑茶を飲む文化の無い国では広がりが鈍く、オーガニックが定番。
• HACCP認証の取得が今後必須。

【ウェブサイト】 https://g-t.or.jp/

【対応の結果】
• 自社への信頼と高品質な茶が提供できるようになった。
• バイヤーとの連携による現地調査・情報共有・販路開拓・需要等現地の情報が
明確に得られるようになった。

高品質茶の安定輸出を目指し、より徹底した肥培管理を行う
需要のある新たな取引先からの注文による小ロットの輸出開始
新たな輸出に向け現地バイヤーによる販路開拓

茶（煎茶・かぶせ茶・抹茶）

【主な品目】

台湾・米国・オーストリア

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• オーガニック茶の需要に対応する為、有機認証茶園の面積拡大・安定供給。
• 今後のHACCP認証取得も視野に取り組んでいく。
• 高品質な茶の輸出に向けしっかりとした生産体制を整える。

【生じた課題への対応】
• 発送時から取引先と連絡を取り合い到着連絡・品質低下の有無の確認。
• リモートでの日本人バイヤーに対する自社商品の周知や、新規取引先へバイ
ヤーからサンプル提供・説明・オンライン商談。

• 米国バイヤーによる現地での再交渉するとともに、米国残留農薬基準への対応

【連絡先】 担当者名：竹田 知裕、ＴＥＬ：0748-67-1331

【活用した支援・施策】世界に広げる「滋賀の食材」海外プロモーション事業

滋賀県 農事組合法人グリーンティ土山
『日本茶・近江の抹茶を世界へ』

茶

輸出額（万円） 輸出量（t） 出荷時期

令和３年 3,200 43 通年

令和２年 2,800 38 通年

令和元年 3,400 42 通年


